
 

＜週報№ 3,000＞ 3,113回例会 

2023年 4月 7日（金） 

■会長／加藤 明博 ■幹事／川村総一郎 

◆司会＝五味武嗣 SAA 

◆ゲストビジター＝本日はいらっしゃいません。 

◆出席報告 

◆ラッキーナンバー＝№40 山本 實君 

◆ニコニコボックス＝●加藤明博君・川村総一郎君＝本日の

クラブフォーラムは会員卓話です。三井会員よろしくお願い

します。●山田文雄君・小平直史君＝本日は理事会に次年度委

員会構成を上程します。よろしくお願いします。●北川和彦君

＝結婚記念のお花ありがとうございました。何とか離婚せず

続いています。●山田文雄君＝平林明君再入会おめでとうご

ざいます。●飯田兼光君＝平林会員、お帰りなさい！また一緒

にロータリー活動ができて嬉しいです。●小口武男君＝平林

明先生ようこそお待ち申しておりました。●八幡一成君＝諏

訪湖の春のワカサギ漁は、例年 3 月上旬ころ始まりますが、

今年はひと月遅れで今週月曜から始まりました。豊漁を期待

しています。●山本實君＝ラッキーナンバーに当たって。 

◆会長告知・加藤明博君＝私だけでなく、皆さんも生きていれ

ばいろんな苦しい事、悲しい事があったと思います。私がここ

数年で悲しい思いをした事は、長男直樹を 31歳の若さで亡く

したこと。私を兄貴と呼び、10 年金魚のフンの様についてき

た後輩を 41歳の若さで亡くしたことと、10年寝起きをともに

した愛犬が 10年で突然死んでしまったことですが、愛犬が死

んだ次の日がロータリークラブのバスハイクの日で、私は幹

事を受けていたので欠席するわけにもいかず、新潟から帰っ

てきてみれば47キロもあった愛犬が小さな骨壺に入っており、

私は新潟で買ってきた果物を添えて手を合わせた事が昨日の

ように思い出されます。今日は人の苦しみ、悲しみについて短

くお話します。 

こんな話があります。小さな村に住む女の人がまだ 3 歳にも

ならない自分の子供が無くなり、その亡くなった子供を抱え

お釈迦様のもとへ行き、なんとかして生き返らせて欲しいと

お願いをします。するとお釈迦様は「では10軒の民家へ行き、

100本の赤唐辛子を貰ってきなさい」と言いました。その当時

赤唐辛子大変貴重なもので、普通の家には置いてなかったと

のことです。子供を亡くした母親は、「それは無理な話です」

と言いました。お釈迦様は静かに「貴方が私に頼んでいる事は

それと同じことなのですよ」と答えます。すると子供を亡くし

た母親が「それでは私はどうすればよいのですか」と尋ねます。

お釈迦様はまた静かに「人の悲しみや、苦しみを癒す薬や魔法

などありません。トキクスリ。時間をかけながらゆっくりと自

分の心に折り合いをつけて行くしかありません」と答えます。 

その後その母親は頭を丸めお釈迦様の弟子となったそうです。 

私は苦しい事や悲しい事があった際にはいつももこの話を思

い出し、時間をかけながらゆっくりと自分の心と折り合いを

つけようと思っています。 

苦しみを乗り越えた先には、他人にもっと優しくなれる自分

がいるのだと言い聞かせながら。「涙を流してパンを食べた事

の無い人には、人生の味は解らない」ゲーテの言葉です。 

◆幹事報告・川村総一郎君＝①本日の例会は当初予定を変更

し、三井会員にロータリーの原点について卓話をお願いして

おります。三井会員、後ほど卓話よろしくお願い致します。②

嬉しいお知らせです。本日より平林明先生が長いお休みを経

て本クラブにお戻りいただいております。平林会員、今後とも

よろしくお願い致します。所属委員会はロータリー財団委員

会の副委員長をお願い致します。後ほどセレモニーにてご挨

拶頂きます。③４月のロータリーレートは 133 円です。④本

日例会後定例理事会を開催致します。理事の方はお残り下さ

い。 

◆本日のセレモニー・平林明君再入会・山田文雄君＝今日は嬉

しい日です。3年前に退会してしまった平林明君がロータリー

に帰ってきました。平林明君、ようこそ諏訪ロータリークラブ

へ。会員全員で歓迎します。尚、私は 36年来の付き合いです

ので、昔のように明君と呼ぶことをご容赦下さい。 

さて、この 3 年間で新入会員も大勢入会しました。改めて平

林明君を紹介します。昭和３０年 11 月 6 日生まれ 67 歳、平

林歯科医院院長、奥様は右子さん。1回目の入会は平成８年 9

月 20日、今から 27年前です。第 52期藤森省作会長年の幹事。

この年は安川英昭さんがガバナーを務めています。第 58 期、

今から約 9 年前に会長を務めています。私は実はこの年の 3

月に入会しました。彼の昔から流儀はこうです。「やるんだか、

やらないんだかはっきりしろ。やらないなら辞めちまえ」少し

過激ですが、私はそんな彼を気に入っています。昨夜当時の週

報を見直しました。私の入会日、3月初めの平林会長の会長告

知は職業奉仕と社会奉仕をどう区別するかという内容を中心

に大変真面目に語っています。6月の任期最後の 1回前の告知

には、エレクトの頃会長告知の在り方について随分悩んでい

た事、田中パストガバナーの文章に出会い、その迷いが無くな

ったこと、そして最後の告知はまさに感動的なロータリー賛

歌で締めくくっています。会長エレクトとして共感しました。

私もこんな会長をやれたら幸せだろうなと思うと同時に会長

終了後に燃え尽きない様に気を付けないといけないな、とも

感じた次第です。平林明君が、今後の諏訪 RCに絶対欠かせな

い人材、友人であることを付け加え再入会の紹介とさせて頂

きます。 

●平林明君＝皆さん、こんにちは 

お久しぶりでございます。ちょう

ど 3年前に退会を致しまして、な

ぜなんだということで、色々な方

からお問い合わせは頂きました

けど、まあ、人生に疲れたなとい

う単純な考え方でした。こうして

また今日皆さんに温かく迎えて

いただいて、また布半さんのおい

しい食事をいただいて、ロータリ

ーに戻ってきたなっていう感動を致しました。1年目というこ

とで、また 1から出直したいなと思っております。是非とも、

皆さんのご指導をよろしくお願い致します。これからロータ

リークラブ生活を楽しんでいきたいと思います。 

 

 

本日 55.1％ 22名欠席 
前回訂正 79.5％ 10名欠席 



◆クラブフォーラム●「 三井会員によります諏訪クラブの

歴史を振り返る」・三井章義君＝卓話の時間を頂きありがと

うございます。久しぶりなので緊張しておりますが、幹事さ

んからは「諏訪クラブの歴史を振り返る」というテーマを頂

きました。しかし、私はロータリーの歴史を振り返って原点

とも言うべきことについてお話させて頂きたいと思います。 

コロナの流行が始まってからす

でに 3年が経過しております

が、社会全体が大きく影響を受

けております。殊に社会活動の

面では様々な制約を受けており

ます。ロータリー活動も同様で

あり、クラブ活動や分区や地区

の活動も縮小したりと、本来の

ロータリー活動は行われており

ません。そんな中で新しい会員

の入会が行われておりますが、

それらの方々に対する情報が大きく不足しております。毎週

の例会や分区毎の会員セミナー、地区協議会、地区大会など

でロータリーを知る機会が大きく減っております。当クラブ

でもロータリー情報を提供する機会がほとんどありませんで

したので、新しい会員の皆様には情報の提供を、また古い会

員の皆様には再確認をしていただくつもりで、ロータリーの

原点とも言えるお話をさせて頂きたいと思います。 

皆さん、もしロータリーは何ですか？と聞かれたら何と答え

ますか。答えに困りませんか。実は私も困ります。ロータリ

ーって分かっているようでよくわからないものだと思いま

す。その理由は色々ありますが、一番大きな理由は、1905年

にシカゴで最初のロータリークラブが誕生してから、今年で

118年の歴史を経てその間様々な変化をして今日に至ってい

るからです。そして国際的な大きな組織になり、その結果

200以上の国や地域にクラブができたので、それぞれの国の

事情や様々な人々の思想や宗教や習慣がロータリーの活動に

反映されるようになったからだと思います。分かりやすい答

えがあります。それは毎月皆さんの所へ届く「ロータリーの

友」誌の６～７ページに出ています。そこには「ロータリー

とは」というタイトルで「ロータリーの誕生とその成長」

「日本のロータリー」更には「ロータリーの目的」まで載っ

ているのでご覧ください。 

〇ロータリーの特色 

ロータリーの会員は選ばれた人であります。ですから誇りを

持ってください。そして謙虚であり、奉仕に熱意をもって行

動する人であってほしいと思います。 

１． 一業種一人の会員である。その人が属している業界を代

表する人物である。人格的に立派な人。（Good Man） 

２． 自分の職業を通じて社会に奉仕しようと考えている人。 

３． 会員の推薦により全会員の賛同により入会が認められた

人。自分から入会を申込むことはできない。 

４． よい人が集まって団結を図っていく。よい意味の異業種

交流ができる。 

５． クラブはテリトリーを持っている。（区域限界） 

６． 地域社会への貢献をする。 

このロータリーの特色は昔も今も変わっておりません。 

 

〇ロータリーの目的 

１． 知り合いを広める。 

２． 職業上の高い倫理基準を保つ。 

３． ロータリアン一人ひとりが奉仕の理念の実践。 

４． 奉仕の理念で結ばれた職業人。 

ロータリーには命令も強制もない。基本的には自由なも

の。ロータリーはクラブの自主性を尊重する。 

〇55年のロータリー人生を歩んで想うこと 

１． ロータリーの哲学は素晴らしい。 

２． ロータリーを信奉してほしい。 

３． ロータリーをエンジョイして下さい。 

４． ロータリーで友達を作ろう。（ロータリーの原点は P.

ハリスが友達が欲しいと思ったこと） 

５． 毎月の「ロータリーの友」誌にロータリー誕生物語、

ロータリーの目的、四つのテスト等が記載されている

ので読んで下さい。 

 

 

◆今後の例会日程 

 

 

4/14(金) クラブフォーラム（新入会員卓話） 

4/21(金) 諏訪湖 RCとの合同花見例会 

4/28(金) クラブフォーラム ロータリー情報 


